
 
米工通信  第１１２号 
令和４年４月１２日 
鳥取県立米子工業高等学校 

 
 
 令和4年度の学校生活が始まりました。新入生のみなさんは新しい高校生活に期待感を持っているこ
とでしょう。２、３年生のみなさんはクラス替えはないものの、新しい担任の HR での話や教室から見
える外の景色が少し変わったことに新しい年度の始まりを感じていることでしょう。 

 

  
 
 桜の開花が年々早まり、学校の桜も3月には咲き始めました。新年度を迎える生徒のみなさんを満開
の桜で迎えることができるのか心配していましたが、天候にも恵まれ美しい桜の花が生徒のみなさん
を迎えてくれました。 
 入学式での新入生のみなさんの表情は、新しい環境に緊張した様子が見え初々しく思いました。そ
んな新入生も3年後には凜々しい表情で卒業していくであろうことを思うと、高校生活はみなさんの人
生にとって大きな 3 年間であることを改めて感じました。 
 しかし、3 年間での凜々しい成長は受け身でいては達成できません。自らチャレンジした結果です。 
 何かが始まるとき、その先にあるものを想像すると思います。新しい学校へ入学したら、卒業する
ときの自分の姿を想像します。新しい学年が始まれば一年後の自分の姿を想像します。部活に入部す
れば大会に参加して活躍する姿を想像するでしょう。もっと短い時間で考えると、15 分間のドラマ番
組が始まったとき、今日のストーリーはどんな展開でどのように終わるのだろうと考えませんか。 
 何事も、まずは未来をイメージすることで、自分の進む方向が決まります。そして、その未来のイ
メージをより明確にし、そのイメージにたどり着く思いを強くすることで、日頃の取り組み方が決ま
ります。その結果、未来のイメージがより現実に近づくのです。 

 まずは「思う」ことが大切です。その表現は「思う」
深さによって 思う ＜ 想う ＜ 念う と使い分
けられています。朝読で読んだ本を思い出してみてく
ださい。これらの表現はどのような場面で使われてい
ましたか？ 
 みなさんも自分の未来のイメージを念い、そのイメ
ージを実現させてください。 
               校長 松川 明義 

※R4年度の米工MAKERSは火曜日・金曜日に発行します 

米工 HP 

13 日(水) 1 年：課題テスト(数)、礼法指導 ２年：身体計測、課題テスト(英) 
14 日(木) 1 年：写真撮影、礼法指導 全学年：クラブ一斉会議 
15 日(金) 1 年：心電図検査 
週末の大会参加予定 陸上部、バレーボール部、ソフトテニス部、卓球部、硬式野球部、山岳部 

 Makers 

【行事予定】 

https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/

